
１　国民体育大会（本大会）の開催順序について

ブロック

北海道（１） 　北海道

東　北（６） 　青森､岩手､宮城､秋田､山形､福島

関　東（８） 　茨城､栃木､群馬､埼玉､千葉､東京､神奈川､山梨

北信越（５） 　新潟､長野､富山､石川､福井

東　海（４） 　静岡､愛知､三重､岐阜

近　畿（６） 　滋賀､京都､大阪､兵庫､奈良､和歌山

中　国（５） 　鳥取､島根､岡山､広島､山口

四　国（４） 　香川､徳島､愛媛､高知

九　州（８） 　福岡､佐賀､長崎､熊本､大分､宮崎､鹿児島､沖縄

（注）都道府県名のゴシックは、２巡目国体未開催県（*）

（未開催県＝開催済または開催決定・内定・内々定を受けていない県）

２　全国障害者スポーツ大会の開催順序について

３　開催実績及び開催予定について

国体 全スポ
（身スポ）

1 ― 1946 近畿地区

33 （14） 1978 長　野 　１巡目「やまびこ国体」

43 （24） 1988 京　都 　２巡目（初回）

72 17 2017 西 愛　媛 　開催済

73 18 2018 中（北信越） 福　井 　開催決定

74 19 2019 東 茨　城 　　　〃

75 20 2020 西 鹿児島 　　　〃

76 21 2021 中（東　海） 三　重 　開催内定

77 22 2022 東 栃　木 　　　〃

78 23 2023 西 佐　賀 　開催内々定

79 24 2024 中（近　畿） 滋　賀 　　　〃

80 25 2025 東 青　森 　　　〃

81 26 2026 西 宮　崎 　　　〃

82 27 2027 中（北信越） 長　野 　　　〃

83 28 2028 東 群　馬 　　　〃

東

国民体育大会（本大会）及び全国障害者スポーツ大会の開催順序等について

　大会開催の地域区分は東、中及び西地区とし、輪番に開催する。　【日本体育協会　国民体育大会開催基準要項12】

地　　区 都　道　府　県　名

（注）　全スポの前身は、昭和40年から始まった全国身体障害者スポーツ大会。
　　　　平成13年に知的障害者スポーツ大会と統合し、第１回全国障害者スポーツ大会が開催された。

中

西

　国民体育大会（本大会）の開催都道府県で開催する。　【全国障がい者スポーツ協会　全国障害者スポーツ大会開催基準要綱５】

回
年 開催ブロック 開　催　県 備　　　考


